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2011 年 3 月 11 日の東日本大震災では、大型の津波が東北地方東部の沿岸地域
















































の亘理町、山元町、石巻市の 3 地域からの、14 組 15 人（男 8 人、女 7 人）の面
接映像のテープ起こしをして、文字データに転記したものを対象に、援助活動を
行った人の語りに注目し、「援助者セラピー原則」の視点から分析する。
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ID 氏名 性別 市町村 津波被害 原発被害 備考
③ K.Y. 女 亘理町 有 無 児童館職 ワークショップ体験、子育て支援
⑤ K.T. 女 石巻市 有 無 地域に貢献する保護司として
⑧ W.S. 男 山元町 有 無 中学校校長＝避難所責任者として
⑨ T.E. 男 石巻市 有 無 中学校教師　学校と地域との繋がりの再確認
⑬ O.A. 男 亘理町 有 無 消防士としての体験
⑭ W.M. 男 亘理町 有 無 神主としての体験
（2）自らも被災者であり、自発的援助を行っている
ID 氏名 性別 市町村 津波被害 原発被害 備考
① S.M. 女 亘理町 有 有 アートの持つ力
② Y.K. 女 亘理町 有 無 町のためのラジオ放送局の活動と意義
⑦ M.M. 女 山元町 有 無 鎮魂と復興への記録集づくり
⑩ K.K. 男 石巻市 有 無 ＮＰＯ法人蛤浜再生プロジェクト
（3）被災者であり、援助活動を行っていない
ID 氏名 性別 市町村 津波被害 原発被害 備考
④ I.I. & S. 男女 山元町 有 無 うつが治って不幸中の幸い
⑥ C.Y. 男 山元町 有 有 家族の離散と再会
⑪ H.S. 男 山元町 有 無 コンビニと地域の復興への思い
⑫ S.K. 女 石巻市 有 無 父の死と母の死
表1 14組の援助活動による分類
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する」、「ケアされる」という 2 側面から明らかにしていく援助体験学（Helper Expe-
rience Research）の構築の必要性を示すものであろう。
3．本研究の限界と今後の課題
本研究の事例では、非援助者の 3 パターンにあたる対象者が得られなかった。
したがって今後は、（4）～（6）のタイプの事例にも対象を拡張しての分析を行
っていきたい。また、質的分析には利点もあるが限界もある。次の段階として、
例えばテキストマイニングと結びつけた混合研究法なども用いるべきであろう。
［いのうえ  たかよ］
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